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平成18年度
下半期 田日日固

歳　入　（一般会計）

単位：千円（％）
予　算　額

村　　　　　　　　　　　　　　債

歳　　　　入　　　　合　　　　計 2，033，593

村税
地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割
交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

（説明又は該当する項目）

村民税、固定資産税、軽自動車税など　地方交付税
所得税の一定額の1／2を国勢調査人口
に按分して譲与される所得譲与税と自　分担金及び負担金

動車重量税収入額の一部を、村道の延
長や面積を基準に交付される自動車重
量譲与税、地方道路税の収入額の一部
を村道の延長や面積を基準に交付され
る地方道路譲与税があります
預貯金などに課税された税金が一定割
合で交付される
道が徴収した配当割の約63％を個人道
民税の額に按分して交付される
道が徴収した株式等譲渡所得割の約63
％を個人道民税の額に按分して交付さ
れる
地方消費税の一部が人口などを基準に
交付される
自動車取得税の一部が道路の延長、面
積を基準に交付される
恒久的な減税に伴う地方税の減収の一
部を補てんするため国から交付される

使用料及び手数料

国庫支出金

道支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金
諸収入
村債

標準的な財政需要に対して必要な財源
が交付される
分担金は特定事業の経費にあてるため、
その受益者から徴収するお金
負担金は保育料、老人福祉施設入所費
用など
使用料は公営住宅、集会施設使用料など
手数料は戸籍手数料、福祉関係（生き
がい活動支援など）
国が村の行う事務などに対して交付さ
れる
道が村の行う事務などに対して交付さ
れる
村有地の貸付け・支払い、教員住宅、
職員住宅などの使用料
一般寄付、指定寄付（使途を特定して

いるもの）

財源に不足を生じる時に基金（積立金）
を取り崩すこと
翌年度の財源として使用する
貸付金の元利収入など
各事業を実施する隙の借入金

く収入済額



平成18年度下半期（10月～3月）の財政状況をお知らせします。
村財政の実態と諸施策の内容について、村民の皆様にご理解をいただき村政の発展についてご協力をお
願いするため、毎年5月と11月の年2回公表しています。

歳　出　（一般会計）

単位：千円（％）

科　　　目 �予　算　額 �構成比 �支出済額 �支出率 

議　　　　　　会　　　　　　費 �31，439 �1．6 �31，409 �99．9 

総　　　　　　　務　　　　　　　費 �624，677 �30．7 �613，797 �98．3 

民　　　　　　　生　　　　　　　費 �291，913 �14．4 �211，079 �72．3 

衛　　　　　　　生　　　　　　　費 �234，483 �11．5 �196，238 �83．7 

農　　林　　水　　産　　業　　費 �81，617 �4．0 �71，696 �87．8 

商　　　　　　　工　　　　　　　費 �65，189 �3．2 �62，787 �96．3 

土　　　　　　　木　　　　　　　費 �30，989 �1．5 �25，402 �82．0 

消　　　　　　　防　　　　　　　費 �150，495 �7．4 �150，494 �100．0 

教　　　　　　　育　　　　　　　費 �75，189 �3．7 �69，069 �91．9 

災　　　害　　　復　　　旧　　　費 �1 �0．0 �0 �100．0 

公　　　　　　　債　　　　　　　費 �446，601 �22．0 �438，835 �98．3 

予　　　　　　　備　　　　　　　費 �1，000 �0．0 �0 �0．0 

歳　　　　出　　　　合　　　　計 �2，033，593 �100．0 �1，870，806 �92．0 

（主な事業と事業費） 

議会費　　　議員報酬など　　　　　　　31，409千円　　　　　　　　種苗生産施設管理事業　　　　7，130千円 

総務費　　　バス交通確保対策事業　　　14，016千円　商工費　　　商工会運営費助成　　　　　　　8，637千円 

行政情報化推進費　　　　　19，454千円　土木費　　　　村道など除排雪委託　　　　　　5，497千円 

知事・道議選挙嚢　　　　　　1，288千円　　　　　　　　元町団地内排水施設整備工事　　3，554千円 

民生費　　　　生きがい活動支援通所事業委託　7，009千円　　　　　　　　道路維持補修工事　　　　　　　4，216千円 

障害者扶助費　　　　　　　　70，384千円　消防費　　　広域消防一部事務組合負担金150．495千円 

社会福祉協議会助成　　　　　6，227千円　教育費　　　人材育成事業　　　　　　　　2，443千円 

衛生費　　　医師住宅新築工事　　　　　34，335千円　　　　　　　　中学校体育館屋根補修工事　　　3，339千円 

し尿・じん芥処理負担金　　　63，287千円　　　　　　　　教員住宅屋根葺替工事　　　　1，460千円 

葬斉場火葬炉設備補修工事　　1，281千円　公債費　　　借入金償還　元金　　　　401，624千円 

農林水産業費　ふるさと林道千走線　　　　13，809千円　　　　　　　　　　　　　利子　　　　　43，836千円 

緊急整備事業負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一時借入金利子　　　　　　1，141千円 

千走用水路補修工事　　　　　1，586千円 

村債（地方債）の借入れ・償還状況
年度 �借　入　額 �元利償還金 �歳出合計 �比　率 

16 �207，900千円 �493，770千円 �2，197，259千円 �22．5％ 

17 �207，900千円 �470，483千円 �2，196，751千円 �21．4％ 

18 �173，100千円 �445，460千円 �2，033，593千円 �21．9％ 

保険給付費・老人保健拠出金
・介護納付金が257，068千円で、

総予算の約80％を占め、その財
源は国が約4割と受益者である
被保険者の負担（税）で賄って
います。
一般会計からの持出し額は

33，009千円。

※　借入額は、その年度に借入れしたお金。
元利償還金は、その年度に返済するお金。
比率は、歳出合計額に占める元利償還金の割合。

特　別　会　計

村内3カ所に設置している簡
易水道及び飲料水供給施設2カ
所の維持管理経費で、その財源
は水道使用料などで賄われてい
ます。
なお、工事費、起債（借金）
償還などの補てんについては、
一般会計から16．657千円を持ち

出している状況です。

老人の健康保持と老人福祉の
充実を図ることを目的とし、そ
の財源内訳は各保険者約51％、
国約31％、道・村で約18％にな
っています。
一般会計からの持出し額は

25，130千円。

介護保険事業勘定と介護サー
ビス事業勘定の2勘定で構成さ
れ、介護保険事業勘定では介護
認定などの全体的な経費を、介
護サービス事業勘定ではデイサ
ービス運営経費について計上し

ています。
一般会計からの持出し額は

44．135千円。



域連合後志広
二二二二＝二∵二ごて二二：

後
志
管
内
1
6
町
村
で
行
政
事
務
を
共
同
処
理

す
る
　
「
後
志
広
域
連
合
」
　
が
4
月
2
4
日
設
立

し
、
伊
東
和
紀
後
志
支
庁
長
か
ら
宮
谷
内
留
雄

・
同
連
合
準
備
委
員
会
長
　
（
蘭
越
町
長
）
　
に
許

可
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

同
連
合
は
設
立
と
同
時
に
、
税
の
滞
納
整
理

に
関
す
る
事
務
を
1
6
町
村
共
同
で
行
う
こ
と
を

手
始
め
に
業
務
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

1
6
町
村
長
に
よ
る
選
挙
の
結
果
、
初
代
広
域

連
合
長
に
宮
谷
内
町
長
を
選
出
。
富
谷
内
連
合

長
は
　
「
広
域
連
合
を
成
功
さ
せ
る
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
町
村
の
利
益
は
も
ち
ろ
ん
、
後
志
全
体
の

立
場
か
ら
互
い
に
補
い
合
い
、
助
け
合
う
こ
と

が
何
よ
り
も
大
切
だ
。
地
域
の
個
性
を
残
し
・

育
て
る
新
し
い
自
治
の
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に

発
信
で
き
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
尽
力
し
て
い

き
た
い
」
　
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

同
連
合
は
島
牧
、
黒
松
内
、
蘭
越
、
ニ
セ
コ
、

真
狩
、
留
寿
都
、
喜
茂
別
、
京
極
、
倶
知
安
、

共
和
、
泊
、
神
恵
内
、
積
丹
、
古
平
、
仁
木
、

赤
井
川
の
計
1
6
町
村
で
構
成
し
ま
す
。

各
町
村
議
会
か
ら
1
人
の
計
1
6
人
に
よ
る
連

合
議
会
を
設
置
。
連
合
事
務
所
は
倶
知
安
町
の

後
志
合
同
庁
舎
内
に
置
き
、
税
務
、
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
、
総
務
の
4
課
9
人
体
制
で

事
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

同
連
合
は
税
の
滞
納
整
理
事
務
と
並
行
し

て
、
平
成
2
0
年
4
月
を
め
ど
と
し
た
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
に
関
す
る
事
務
の
共
同
化
に

向
け
た
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、
支
庁
制
度
改
革

〆」

の
進
展
を
見
据
え
た
道
か
ら
の
権
限
移
譲
や
現

在
一
部
事
務
組
合
で
共
同
処
理
さ
れ
て
い
る
事

務
の
同
連
合
へ
の
統
合
も
視
野
に
検
討
し
て
い

く
考
え
で
す
。

今
回
の
事
務
の
共
同
化
に
よ
り
、
税
の
滞
納

整
理
で
は
税
負
担
の
公
平
性
か
ら
貴
重
な
自
主

財
源
が
確
保
さ
れ
、
滞
納
額
の
縮
減
や
納
税
意

識
の
向
上
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
国
保
・
介
護
保

険
で
は
保
険
者
と
し
て
の
財
政
基
盤
が
大
き
く

な
り
、
事
業
の
安
定
化
に
つ
な
が
る
な
ど
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
連
合
設
立
は
平
成
1
7
年
日
月
、
後
志
管
内

1
9
町
村
長
が
こ
れ
か
ら
の
管
内
町
村
の
自
治
の

在
り
方
を
描
い
た
　
「
後
志
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
　
が
き
っ
か
け
。
こ
れ
は
、
厳
し
さ
を
増
す

行
財
政
環
境
の
中
、
単
独
自
治
体
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
と
の
認
識
の

下
、
合
併
を
希
望
す
る
地
域
は
合
併
を
進
め
つ

つ
も
、
今
の
町
村
を
残
し
た
中
で
の
　
「
広
域
連

合
」
　
と
い
う
手
法
・
組
織
を
活
用
し
て
事
務
の

共
同
化
を
進
め
、
将
来
的
に
は
　
「
後
志
市
」

（
仮
称
）
　
の
形
成
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で

す。
設
立
に
向
け
た
準
備
委
員
会
が
昨
年
1
月
発

足
し
、
調
査
・
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
ま
ず
税

の
滞
納
整
理
事
務
か
ら
始
め
る
こ
と
を
決
定
。

参
加
を
見
合
わ
せ
た
余
市
、
岩
内
、
寿
都
3
町

を
除
く
1
6
町
村
議
会
で
の
議
決
、
道
の
許
可
を

経
て
、
今
回
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。



軍師海
：

し、〉軋、、

国民保護計画とは？

しましたく

平成16年9月に国民保護法が施行されました。国民保護とは、この法律に基づき、外国からの武力攻撃や大規

模テロ等から国民の生命、身体及び財産を保護することをいいます。万が一、こうした事態が発生した場合、政

府が策定する基本方針に基づき、国や都道府県、市町村などが連携して、住民の避難や救援、武力攻撃災害への

対応などの国民保護措置を実施するために、都道府県や市町村が策定する計画のことをいいます。

「島牧村国民保護計画」は、平成18年8月から国や道・指定公共機関等の代表者等で構成する「島牧村国民保

護協議会」での審議を踏まえ、北海道知事との最終的な協議を経て平成19年3月に決定いたしました。

国民保護は下記のように、国、道、村などの役割を定めており、島牧村国民保護計画は情報の伝達や避難住民

の誘導等の実施方法を定める内容となっています。

閂民の傑議に隅する濃膏の仕組み

避 難 救 援 対武 処力 �国（対策本部） � �北海道（対策本部） � �島牧村（対策本部） � �住 民 議 書 

・警報の発令 ��・警報の市町村への通知 ��・警報の伝達（サイレン等を使用） 

※防災行政無線、一公共ネりトワーク、衛星通億等を活用するとともに、楕報伝達シュテムの改 ����善に向けた検討、整備に努める砂－ 

・慧慧慧鯛，鯨■冠・慧慧手段等） ��� �・避難の指示の伝達 ・避難住民の誘導 （避難実施要領の策定） 〔営霊芸墓讐芸遠雷…表〕 

・救援の指示…′指示 　　　　是正 �� � �・救援に協力 

・武力攻撃災害への対処の指示指示・武力攻撃災害の防御　指示 ����・消防 

攻 �（消防庁長官による消防に閏する指示） � �・応急措置の実施 � �・応急措置の実施 

撃 �・大規模又は特殊な武力攻撃災害 ��警戒区域の設定・退避の指示 ��警戒区域の設定・退避の指示 

災 皇 日 へ の �（NBC攻撃等）への対処 ・生活関連等施設の安全確保 ��・緊急通報の発令 

・国民生活の安定 � � � � 

く垂画率重　　　く垂車重 ����苧画 �� 

・芸雲歪聖にあける還・志雲志望にあける［越 　，．　く靂轟 ����譲紆あける ！ 

指定公共機関 �・放送事業者による警報等の放送 �・日本赤十字社による救援への協力 

指定地方公共機関 �・運送事業者による住民・物資の運送 �・電気・ガス等の安定的な供給 

し　　　　　　臥地方公共団体、指定公共機関等が相互に連携　　　　　　ノ



6月2日　島牧中学校体育大会

16日　山岳牧保育所連動会

『どんな時もあきらめず、
みんなの心でゴールをめざせ！』



6月11日　88歳　　　　5月8日　88歳　　　　4月23日　88歳

死亡交番事故『○』
5即畑で1，000日達成

ヽ■一・／

庫点取組事項l
Oスピードダウンによる安全運転
○高齢者の交通事故防止
○シートベルト・チャイルドシートの正しい着用の徹底

○飲酒運転追放

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

永年の功顔に

徳野　智学さん

血

ザ
J
長
嶺
斉
鹿

長
寿
者
慶
祝
金
を
贈
呈

米
寿
に
な
ら
れ
た
3
人
の
方

に
、
長
寿
者
慶
祝
金
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
。

元
町
　
演
谷
　
　
蝶
さ
ん

プ

ノ

r

人世

泊
　
　
木
村
ツ
ル
ヱ
さ
ん

5
月
1
8
日
、
死
亡

交
通
事
故
　
「
0
」
　
の

日
1
．
0
0
0
日
達

成
の
賞
状
と
楯
が
、

後
志
支
庁
環
境
生
活

課
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
交
通
安
全
を
自
ら

の
こ
と
と
捉
え
、
死

亡
交
通
事
故
　
「
0
」

の
日
が
こ
れ
か
ら
も

続
く
よ
う
に
、
「
村

民
一
丸
」
　
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う

栄
磯
　
佐
藤
　
幸
夫
さ
ん

）

永
年
に
わ
た
り
、
社
会

）
福
祉
事
業
の
実
践
者
と
し

浦
て
務
め
て
い
る
功
績
が
認

誓
結
晶
閂
塁

れ
ま
し
た
。

徳
野
さ
ん
は
、
昭
和
3
4

年
4
月
に
児
童
擁
護
施
設

「
歌
棄
洗
心
学
園
」
に
指
導

員
と
し
て
奉
職
以
来
、
昭

和
4
1
年
4
月
か
ら
「
歌
棄

洗
心
学
園
」
、
「
島
牧
慈
光

園
」
、
及
び
「
島
牧
柏
光
園
」

の
施
設
長
を
歴
任
し
4
8
年

の
永
き
わ
た
り
社
会
福
祉

事
業
に
身
を
投
じ
、
地
域

福
祉
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

永
年
に
わ
た
り
、
航
路

標
識
業
務
に
尽
力
さ
れ
た

藤
谷
　
功
さ
ん
に
　
「
瑞
宝

肺
∴
■
∵
、
工

員
と
し
て
昭
和
5
1
年
日
月

ん
指
誓
帥
最
踊
鮎

如
二
一
十
二

際
し
て
は
、
そ
の
状
況
を

齢
…
溜
…
捌
弼
捌

わ
た
り
航
路
標
識
業
務
に

尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。



「森林づくりは海創り」

島牧中学校で

卒業記念植樹

【第56回戦没者追悼式】

十昏

5月24日、島牧中学校の3年生22人が、校舎

の周囲に、成木になると可憐な花を咲かすキレ

ンゲツツジの苗木11本を植樹しました。

この植樹は緑化事業を推進している村が、北

海道森と緑の会後志支部の支援を受けて平成8

年から卒業記念として行われ、これまでにサク

ラやツツジ、イチョウなど311本が植樹されて

います。

生徒たちは、先生や教育委員会職員の指導の

もと、苗木の無事な生長を願いなから一生懸命

作業をしていました。

Y一二一俄が櫛院蔚紺広敷か

島牧クリーン大作戦
5月21日、島牧中学校全校生徒54人が、生まれ育っ

た島牧村に感謝の気持ちを持ち、村に貢献しようと
「島牧クリーン大作戦」海岸清掃を行いました。

捨てられた空き缶や漂着物の処理に悪戦苦闘しな

がら頑張っていました。

今回は、旧本日海水浴場付近から歌島海岸までの区

間でしたが、今後は、6月26日（火）に大平海岸、7

月17日（火）に江ノ島海岸の清掃も予定しています。

5
月
2
3
日
、
賀
老
地
区

で
島
牧
漁
協
関
係
者
、
役

場
職
員
な
ど
約
2
0
人
が
集

ま
り
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
苗
木

1
0
0
本
を
植
樹
し
ま
し

た。

「
豊
か
な
海
は
森
が
育

む
」
　
と
い
う
認
識
は
ご
く

一
般
的
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
　
「
地
球
全

体
の
こ
と
を
考
え
な
が

ら
、
地
域
か
ら
実
践
す

る
」
　
こ
と
は
、
な
か
な
か

難
し
い
事
で
す
。

鰻
重
方
位

＊
・
不
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

今
回
の
植
樹
は
、
　
「
森
林
づ
く

り
は
海
創
り
」
　
を
合
言
葉
に
各
漁

協
関
係
団
体
と
市
町
村
及
び
林
業

関
係
団
体
が
連
携
し
、
地
域
住
民

の
　
「
森
林
や
海
」
　
に
対
す
る
認
識

を
高
め
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ

た
る
地
域
環
境
の
保
持
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
後
志
支
庁
の
働
き

か
け
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
毎
年
行
わ
れ
る
予
定

で
す
の
で
、
来
年
は
皆
さ
ん
も
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
苗
木
は
、
北
海
道
電
力

㈱
か
ら
無
償
提
供
さ
れ
て
い
ま

す。

6
月
8
日
、
第
5
6
回
戦
没

者
追
悼
式
が
、
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
遺
族
・
来
賓
ら

4
5
人
が
参
列
し
、
は
じ
め
に

1
分
間
の
黙
と
う
が
行
わ
れ
、

つ
い
で
村
長
は
じ
め
来
賓
、

遺
族
代
表
が
追
悼
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
参
列
者
が
順
次

献
花
を
行
い
戦
没
者
1
1
3

人
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

追
悼
式
終
了
後
、
遺
族
会

主
催
に
よ
る
慰
霊
祭
が
引
き

続
き
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
尊
い
新
た
に
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健康追憶

PH

8

7

6

5

4

8　　10　　12　　14　　16　　18　　20

時刻

長
だ
弓
だ
弓
食
事
」
呼
野
レ
歯
向
原
曲
に
ー
・

食
事
を
す
る
と
、
私
た
ち
の

口
の
中
は
酸
性
に
傾
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
細
菌
が
酸
を
作
り
出

す
た
め
。
口
の
中
が
酸
性
に
傾
く
と
、

歯
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
溶
け
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
　
「
脱

灰
　
（
だ
っ
か
い
）
　
」
　
と
い
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
脱
灰
が
す
す
む

と
、
む
し
歯
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
ふ
せ
ぐ
の
が
だ
液
で

す
。
だ
液
に
ふ
く
ま
れ
る
カ
ル

シ
ウ
ム
な
ど
が
、
歯
を
修
復
し

て
く
れ
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と

を
　
「
再
石
灰
化
　
（
さ
い
せ
っ
か

い
か
）
　
」
　
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
の
口
の
中
は
、
食
事

の
た
び
に
脱
灰
と
再
石
灰
化
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
た
べ
る
回
数
が
多

か
っ
た
り
、
だ
ら
だ
ら
た
べ
て

い
る
と
、
再
石
灰
化
が
追
い
つ

か
ず
、
脱
灰
が
す
す
み
、
む
し

歯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

間
食
は
で
き
る
限
り
控
え
む

し
歯
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

nU2864208

皿
▲
よ
†
・
－
1
品

ア

島
牧
診
療
所

飯
場
　
惇
三

認
　
知
　
症
（
第
2
回
）

な
ぜ
認
知
症
に
な
る
の
か

人
は
物
を
見
た
り
、
触
っ
た
り
、
体
験

し
た
り
す
れ
ば
〝
記
憶
″
と
し
て
脳
の
中

に
保
管
さ
れ
ま
す
。

こ
の
記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
簡

単
に
説
明
し
ま
す
と
、
脳
に
は
次
の
働
き

が
あ
り
ま
す
。

簿
の
号
‥
外
部
か
ら
刺
激
を
受
け
る
と

脳
の
中
の
神
経
回
路
が
興
奮
し
、
情
報
を

脳
に
取
り
込
み
ま
す
。
・
・
・
こ
の
こ
と

を
　
〝
記
銘
″
　
と
よ
び
ま
す
。

華
の
眉
‥
興
奮
が
終
了
し
て
も
、
情
報

は
脳
の
中
に
長
く
保
存
さ
れ
ま
す
。

撚
頑
強
‥
時
間
が
過
ぎ
て
も
、
昔
の
刺

激
や
連
想
さ
れ
た
刺
激
に
よ
り
神
経
回
路

が
興
奮
し
て
、
保
有
さ
れ
て
い
た
情
報
を

再
び
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

認
知
症
に
な
る
と
、
脳
の
障
害
に
よ

り
、
情
報
を
取
り
込
め
な
く
な
っ
た
り
、

脳
に
保
有
し
て
い
た
情
報
を
取
り
出
せ
な

く
な
り
ま
す
。

障
害
の
原
因
と
な
る
の
は
、
主
に
、

鋸
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
‥
神
経
細
胞
が
死

ん
で
ゆ
く
原
因
不
明
の
病
気
で
、
脳
全
体

が
萎
縮
し
て
ゆ
き
そ
の
為
、
知
的
機
能
も

低
下
し
て
ゆ
き
症
状
も
少
し
ず
つ
悪
化
し

て
ゆ
き
ま
す
。

帝
脳
血
管
樟
賽
‥
脳
出
血
、
脳
梗
塞
等

で
、
脳
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
た
結
果
、
認

知
症
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

破
壊
さ
れ
た
脳
の
部
位
に
よ
り
症
状
も

異
な
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
悪
化
し
て
ゆ

き
ま
す
。

次
回
は
、
〝
認
知
症
の
症
状
″
に
つ
い

て
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



u叫　凌

投票日には

棄権しないで

大切な一票を

◆平成19年度国保税◆

今年度の国民健康保険税の納付書を6月11日に

送付しましたので、納期内に完納されますようお

願いします。

なお、税率は次のとおりです。

区　分 �医療分 �介護分 

所得割 �10．8％ �1．1％ 

資産割 �80．5％ �10．0％ 

均等割（1人当たり） �22，500円 �4，500円 

平等割（1世帯当たり） �30，000円 �4，000円 

限度額 �560，000円 �90，000円 

「「
くらしのガイ
役　　鳴　　　　　子

料「

二二三」

◆平成18年度国保税収納率◆

平成18年度の国保税収納率は前年度に比較し、
全体で2．7ポイント減少しました。

現年度分収納率が93％以下になると、国からの
交付金が約250万円減額され、国保の運営が厳しく
なりますので、国保税の納期内完納に向けてご協
力ください。なお、国保税を1年以上滞納すると、
保険証を使用でき
なくなりますので
ご注意ください。

収納率（％）

幽陰随感条続恋恕
国民年金は、日本国内
に住所がある20歳以上60

歳未満の方すべてが加入

する制度です。

届出を忘れると、将来受け取る年金額が少なく

なったり、受けられなくなる場合があります。

次のようなときには、村役場へ、自ら届出を行

うことが必要です。

忘れずに届出を行いましょう。

●　20憩になった時

厚生年金保険や共済組合に加入していない方
が、20歳になったときは、「国民年金被保険者資

格取得届」。

●　会社を退職したとき
60歳になる前に会社などを退職したとき（厚

生年金保険や共済組合の被保険者ではなくなっ

たとき）は、「国民年金被保険者種別変更届」。

●　収入が増え、被扶養配偶者でなくなっ

収入が増え、会社員や公務員などの被扶養配偶

者でなくなったとき（パート収入が130万円以上

になったとき）は、「国民年金被保険者種別変更

届」。

●　配偶者が退職したとき

配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養

配偶者でなくなったとき、（配偶者が65歳に達

して第2号被保険者でなくなったときを含む）

は、「国民年金被保険者種別変更届」。

※　　　　　　※　　　　　　※

なお、会社や役所、学校などに勤めている方の

被扶養配偶者になるときは、その方の勤務先へ届

出を行ってください。

以上の手続きについて、詳しくは、島牧村役場

住民係またはお近くの社会保険事務所におたず
ねください。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
7
月
2
9
日

（
公
示
日
7
月
1
2
日
）

村

　

長

　

選

　

挙

投
票
日
8
月
5
日

（
告
示
日
7
月
3
1
日
）

（
総
務
課
総
務
係
）

〕

4
月
1
日
付
け
で
泊
の
吉
野
武

美
さ
ん
が
新
た
に
保
護
司
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す。
保
護
司
は
、
非
行
や
罪
を
犯
し

た
者
に
対
し
て
、
適
切
な
指
導
を

行
い
、
健
全
な
社
会
生
活
へ
復
帰

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
主
な

仕
事
で
す
。

泊
の
吉
野
武
美
さ
ん
を

保
護
司
に
任
命

㌦㌦

j
∴
叫

㌦

▽
投
票
時
間

午
前
7
‥
0
0
～
午
後
6
‥
0
0

ま
で
▽
開
票
時
間

投
票
日
の
午
後
8
‥
0
0
か
ら

▽
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ

＼

J

投
票
日
の
当
日
、
仕
事
や
旅

行
、
病
気
な
ど
で
投
票
で
き
な
い

人
は
投
票
日
の
前
に
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
島
牧
村
選
挙
管
理
委
員
会
）

℡
7
5
1
6
2
1
1
内
線
2
0
・
2
3

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う



舞領土相談

6月26日（火）

7月10日（火）・11日（水）

7月30日（月）・31日（火）

初回の相談は無料

事前予約制

予約受付時間10時～16時

電話　0135－62－8373

場所／岩内町高台84－3

（佐藤精肉店となり）

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

等
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

宝
く
じ
が
発
売
さ
れ
ま
す

現
在
、
お
使
い
の
　
『
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
』
　
及
び
　
『
ウ
イ
ル

ス
肝
炎
進
行
防
止
対
策
・
橋
本
病

重
症
患
者
対
策
医
療
受
給
者
証
』

は
、
有
効
期
間
が
平
成
1
9
年
9
月

3
0
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
1
9
年
1
0
月
1
日
以
降
も

こ
れ
ら
の
受
給
者
証
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
更
新
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

更
新
期
間
　
平
成
1
9
年
7
月
1
日

～
平
成
1
9
年
9
月
3
0
日

医
療
受
給
者
証
の
種
類
に
よ
っ

て
申
請
に
必
要
な
書
類
が
違
い
ま

す
の
で
、
確
認
が
必
要
な
方
は
保

健
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い。問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
後
志
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課

（
保
健
予
防
係
）

℡

0

1

3

6

－

2

3

－

1

9

5

1

平
成
1
9
年
度
の
市
町
村
振
興
宝
く

じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
が
発
売
さ

れ
ま
す
。
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間

7
月
1
9
日
㈱
～
8
月
7
日
的

抽
せ
ん
日
　
8
月
1
6
日
的

当
せ
ん
金

1
等
　
2
億
円
×
4
2
本

前
後
賞
　
5
．
0
0
0
万
円

2
等
　
1
億
円
×
8
4
本

「
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
億
万
長
者
が
1
2
6
人
」

（
1
等
‥
2
億
円
×
4
2
本
＋
2

等
‥
1
億
円
×
8
4
本
）

「
当
た
り
実
感
の
あ
る
少
額
賞
金

も
豊
富
」

4
等
3
0
万
円
×
4
．
2
0
0
本

5
等
5
万
円
×
4
2
，
0
0
0
本

6
等
　
1
万
円
×
4
2
0
．
0
0
0
本

7
等
3
千
円
×
4
．
2
0
0
．
0
0
0
本

こ
の
宝
く
じ
は
通
信
販
売
で
買

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

不
動
産
萱
記
及
び
商
業
・
法
人
萱
記

が
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
で
も
可
能
に

函
館
地
方
法
務
局
寿
都
支
局
で

は
、
平
成
1
9
年
5
月
2
8
日
か
ら
不

動
産
登
記
及
び
商
業
・
法
人
登
記

の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
関
す
る
事

務
の
取
り
扱
い
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
不
動
産
登

記
、
商
業
・
法
人
登
記
の
申
請
及

び
登
記
事
項
証
明
書
の
請
求
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

詳
し
い
手
続
き
は
、
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
下
さ

い。・
法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス

テ
の
ご
案
内

h
〓
p
‥
＼
＼
s
h
i
n
s
e
i
．
ヨ
O
j
．
g
O
．
j
p

・
登
記
申
請
一
般
の
ご
案
内

h
〓
p
‥
＼
＼
宅
妻
．
ヨ
O
j
．
g
O
．
j
p

問
い
合
わ
せ
先

函
館
地
方
法
務
局
寿
都
支
局

℡

0

1

3

6

－

6

2

－

2

2

0

3

．
）

は
警
察
署
ま
た
は
駐
在
所
、
緊
急

の
時
は
1
1
0
番
に
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
近
所
の
ア
パ
ー
ト
や
借
家
に
挙

動
不
審
な
外
国
人
が
住
み
つ
い
た

○
漁
港
や
海
岸
に
見
慣
れ
な
い
船

が
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
不
審
な

車
が
止
ま
っ
て
い
る

○
海
岸
線
や
バ
ス
通
り
を
濡
れ
た

ま
ま
の
衣
服
、
又
は
素
足
で
歩
い

て
い
る
不
審
な
外
国
人
が
い
る
。

連
絡
先
　
函
館
方
面
寿
都
警
察
署

℡

0

1

3

6

－

6

2

－

2

1

1

0

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
　
（
不

起
訴
処
分
）
。
こ
の
よ
う
な
不
満

を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審

査
会
が
あ
り
ま
す
。

申
立
て
に
は
、
一
切
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
し
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
函
館
検
察
審
査
会

℡

0

1

3

8

－

4

2

－

2

1

5

1

ご
寄
付
に
感
謝
し
ま
す

ご
存
じ
で
す
か

「
検
察
審
査
会
」

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
に
あ
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

0
5
0
．
0
0
0
円

（
小
・
中
学
校
運
動
会
運
営
費
と
し
て
）

寿
都
生
コ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
水
戸
部
光
孝
様

代
表
取
締
役
　
佐
々
木
　
殿
様

線
の
募
金
に
感
謝
し
ま
す

今
年
も
美
し
い
緑
豊
か
な
街
づ

く
り
や
、
森
林
整
備
及
び
緑
化
の

推
進
を
目
的
に
　
「
緑
の
募
金
」
　
が

実
施
さ
れ
、
2
3
．
0
2
4
円
の

募
金
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
　
　
　
（
産
業
課
農
林
係
）

挙
動
不
審
な
外
国
人
の

発
見
に
ご
協
力
を
！

不
法
に
滞
在
す
る
悪
質
な
外
国

人
に
よ
る
　
「
凶
悪
犯
罪
」
　
な
ど
を

防
止
し
、
地
域
の
安
全
と
平
和
を

守
る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の

「
目
」
　
や
　
「
耳
」
　
に
よ
る
協
力
が

必
要
で
す
。

次
の
よ
う
な
挙
動
不
審
な
こ
と

を
見
た
り
、
問
い
た
り
し
た
と
き
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：　　　　4月16日～6月15日

l　　　　　（4月）

：17日　例月出納検査
122日　村内環境美化運動

：27日　第2回村議会臨時会

：　　（5月）
111日　春の交通安全／ルード・街頭啓発

：12日　月越地区遭難防止啓発
115日　寿都人権擁護委員協議会総会

：　　寿都地区防犯協会総会
118日　交通死亡事故「0」1000日達成表彰

：　　例月出納検査

：21日　悪牧中学校海岸清掃
■　24日　荒牧中学校卒業記念植樹

：25日　交通安全推進委員会総会

：　　行政相談
＼J　　●　31日　刈払い機安全講習会

：　　　（6月）
・1日　特設人権擁護相談

：2日　荒牧中学校体育大会

：　　選挙管理委員会
－　4日　観光協会総会

：7日　移動献血車村内巡回
・8日　舅56画戦没者追悼式

：10日　恵牧小学校運動会

ー／′

わが家の

お姫様
：み惨さ　己く　ら

：三春　嘆持ちゃん

Aぅごき
（4月16日～6月15日住民係受付分・敬称略）

議たんじょう

19．5．7　木元　梨央　……　本日

（木元健太郎・美保のお子さん）

蓼おくやみ

19．4．23　泉谷

19．5．5　東野

19．5．8　水上

19．5．17　渡辺

19．6．3　佐藤

（5月31日現在）

攣人　口

2，003人（前月比△5人）

男：958人（前月比△4人）

女：1，045人（前月比△1人）

鶴世帯数

949戸（前月比＝増減無）

泊／三春将之・貴子の
お子さん

（平成16年4月24日生）

壷
わが家の

お殿様
う大　だ　　　た　ヽ、ち

上田　太一くん
泊／上田雅憲・紅己の

お子さん

（平成15年11月13日生）

遊ぶの大娼・き
・ゐ母さん大好

＼　　　　　　きな元気いっぱ

いな子供です。

自然が豊かな焉牧

村で、伸びやかに育て
ていきたいです。

（雅憲・紅己さん）

（渦之・昌子さん）

いつも明るく元気で
まわりの人を楽しませて
くれます。

弟の慶将の世話もよくし
てくれる良いあ姉ちゃんで
す。
お友達と仲良く、思いやりのあ
る優しい子になって欲しいです。

苛箭5諾冨芸在1020日達成

運 転 免 許 �ヨ一般・違反講習 

7月17日（火）　8月7日（火） 
言一般者13：00～14：00 室違反者14：15～16＝15 

攣寧翠一軍立至優苧諸胃習8月1。。（金） 
！優　良　者13：00～13：30 

初回更新者14：00～16：00 

海内自動車学校　0135－62－1328 

轟撤東商葉上‘き　　　　．八雲自動車学校　0137‾63‾2111 

紹鴎班帖寒露‾■掬如上謂㍊昔日甘深意 
…　8月9日（木）　8月23日（木） 

盃しま �ま �1平成19年6～7月号要語㌘話芸認諾芸濃警漂豊憲EL諾．農芸社総北海札幌支社 L　No．479 

自然環境へのやさしさを考え、
，．大豆インキを使用しています。
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